



Charakterbegriff und sittliche autonome Pers6nlichkeit bei 
Georg Kerschensteiner
Shinich Ohmomo
　皿　道徳的自律的人格のための心的諸力
　前稿で検討したように（1），ケルシェンシュタイナー
（G．Kerschellsteiner，1854－1932）は，それまで
の多くの性格に関する研究によりながら，自らの性格
概念を探求した。彼はまず，人問の中には諸々の機能
や行為の動因となり，将来そこから性格が発展してく
る諸素質が存在すると考え，それらを「性格素質」と
名づけた。そして，「生理的諸機能」と「心理的諸機
能」とをっかさどる本能や衝動，欲求などの一群の素
質存在を，「動物的性格素質」（animalische　Char－
akteranlage）と呼び，複合体としての性格は，これ
らの先天的な素質存在の覇束を受けるとした。しかし，
ケルシェンシュタイナーはまた，人間に固有な言語を
通して発達する意識の秩序創出法則性からアプリオリ
にいま1つの性格素質，「精神的性格素質」（geistige
Charakteranlage）を措定する。そして，そのことに
よって，性格の生得性や不変性を特徴とするリボー的
な性格論をしりぞけ，性格形成における教育の可能性
と，その拠りどころを明らかにした。すなわち，この
精神的性格素質によりながら，教育は，行為の様式と
方向に一定の継続的な刻印を与え，原初的な衝動生活
から高等で精神的な生活を発展させ，本来の意味にお
ける性格を導くことができるとしたのである。
　しかも，ケルシェンシュタイナLは，「個性」（ln－
dividualitat）と「性格」（Chara，kter），「人格」
（Pers6nlichkeit）にっいての考察を深め，それらを
発展的に捉えていく。彼は，動物的性格素質と精神的
性格素質との2っの素質群の諸機能の全体像を個性と
呼び，「不可分性」と「独自性」をその本質とした。つ
まり，個性は，環境に対する固有にして唯一無比な活
動様式と反応様式であり，自らの内在的法則によって
発達するものである。それに対して，性格とは，その
ような個性が明確な「格率」（Maxime）ないし「公
理」（Grundsatz）をもっに至った時に，生まれてく
るものである。すなわち，個性がただ素質群の不可分
性と唯一性ないし独自性を本質とし，その内部におい
ては諸々の本能や衝動が相争っているのに対し，性格
においては，そのような状態はある格率や公理によっ
て統一せられ，しかも一貫性をもっのである。この格
率ないし公理による「統一性」と「一貫性」とが，性
格の根本徴表にほかならない。そして，彼のいう本来
の意味における性格ないし人格とは，そうした格率や
公理による統一性と一貫性を必要とするが，その内容
において，性格とは区別されるものである。すなわち，
性格が一貫した統一体としてその内容は問われず，
否定的な価値をも表現することができるのに対し，人格
は常に肯定的な意味での価値あるものであり，価値に
よる行動や判断の規定を受けるのである。しかも，彼
は，そうした人格の本質的特徴として，「心意の固有
なまとまり」「周囲に対する均斉のとれた自立の態度
決定」　「自ら意欲しての自己形成」「自己制限の特性」
の4つをあげ，それらが無条件的に妥当する価値によ’
って充足されている場合を，「道徳的自律的人格」と呼
んだのである。そして，ケルシェンシュタイナーは，
そうした道徳的自律的人格を教育の究極目標に据える，
「わたしにとって道徳的自律的人格はいっでも一切の
陶冶の究極目標であったし，今でもなおそうである」（2）
「あらゆる教育の究極目標は道徳的自律的人格であり，
しかも人格はただ個性の発達形式であり得る」（3）と。
　このようにケルシェンシュタイナーは，一方で，意
識法則性から人間を人間たらしめる素質存在である精
神的性格素質を見い出すとともに，個性，性格，人格
についての考察をふまえて，道徳的自律的人格を教育
の究極目標に据えたのである。そして，彼にあって，
教育の最大の課題は，「個々人の個性をできるかぎり
保護して，本来の意味での性格を形成する」（4）ことで
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鴛1膿灘麟灘篇凱∴驚諜灘驚驚難嫡
るため｝，は，個性のうちにいかなる’C・的諸力が存在しのとして，「繊細な個人的反応性」（delicate　pe「s°畠
鮒ればならないのか，この点の究明力堤非必要とな・・1・esp・n・i・・ness雌格に欠くことのできない要
えていないとし，「醐的儲力の欄としての騰」すべての頼的儲条件槍まれているかどうかにつ
についての考察をおこない…，3っの本質的礪成要い祖な擬問である」（14’として・燗の蘇生活
素響　㌫れわれが教育を通して築きあげ言饗懇灘葵き聾嚢覧“
ようとする騰騨なる報臆志だけではなく，出したのである・すなわち・燗は・ある表象に文寸し
それらを実行に移し，やり遂げる醐のものである」…て強く感じたり・ほとんど感じなカ）ったりする・ある
羅ζ脇欝諜鷲漉さあ難難蛾：糖繍套稿繋
る．しかし，そのような「讐な力」（・heer　f・rce）II1lilと区別さμるいま1つのものが鮒ればならない・
だけでは湘野であるかも知れない．それは池の人ケルシェンシユタイナー1ま，それを「備の根底から
々の興味をふみにじり，他の人々の権利をおかすようの知的繭性」（i・t・11・kt・・11・A・fwUhlba「keit　des
な方法で醐、進んでいくかも知れない。従って，「力G・mUt・g・undes）と名づけ・榊的騰顯の第4
を意味するからである．しかし，「力」は，矢日的緬か質としたのである・そして・ケノレシェンシュタイナー
他人の目的，興味に対するr敏速なほとんど本能的な’ら4つの性格籟のそれぞれについて・明らかにして
敏感さ』（P，。mpt。1m・・t　i・・tin・tive　se・・itiveness）いきたい・
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（1）意志の強さ
　教育の究極目的である人格，とりわけ，道徳的自律・
的人格は，自己の個性的本質を捉え，それを価値的に
完全性へと導こうとする自己意欲的な自己形成を必要
とする。また，「性格は1っとして，それ自体によって
保証されないのであって，性格は完成した性格になろ
うとする意欲によって支えられている」（16）のである。
それ故，性格形成において，意志の問題はきわめて重
要である。
　ケルシェンシュタイナーは，まず，「意志作用は意
識の過程である」（17）としたうえで，「それは，精神の成
長の過程において，先天的衝動の盲目的努力や，あら
ゆる生命あるものに特有な自発性から発展する」（18）と
考えた。これらの自発性や衝動は，最初，本質的には
表象をもたず，原初的な感情によって喚起され，それ
と結びついて1っの行為となる。もともと先天的な衝
動や本能に発しない意志は存在しないのである。しか
し，「衝動が感情を喚起し，感情がまた衝動を喚起する
と全く同様に，後に表象生活もまた感情と新しい衝動
をよび起こすことができる」（19）のである。そして，衝
動が，行為の表象ばかりでなく，その行為がめざす対
象や，行為の満足によって生じる価値感情，さらには，
目的達成のための手段の表象と結びっきはじめると同
時に，意志作用は発展するのである。
　意志発展の過程をこのように考えたケルシェンシュ
タイナーは，心意生活における意志作用をあらわす顕
著なものとして，意志決定をあげ，この問題を「性向」
　（Neigung）と「動機」（Motiv）から捉えていく。
ケルシェンシュタイナーによれば，性向とは，「永続
的な先天的ないし後天的な素質」であり，それによっ
て「一定の表象が行為の結果の実現をめざす強い願望
ないし弱い願望を喚起する」（20）のである。それに対し
て，動機とは，「行為を伴なう表象」（21）である。そして
　「動機がより多くの，しかもそれ自体相いれない性向
を呼び起こすやいなや，相矛盾する性向間の闘争がお
　こる。ある性向が勝利をおさめた時にその闘争は終る
が，それが意志決定の瞬間である」（22）。このように考
　えた彼は，意志（w）は性向（Ni）と動機（Mi）との
　函数関係によって説明できるとして，それをw＝f（Ni，
　Mi）という関係であらわした。
　　そして，彼は，そうした意志作用，意志決定におけ
　る特性として「自主性」（Selbstandigkeit），「決断
　性」（Entschuβfahigkeit），「強固性」（Festigkeit）
　「強じん性」（zahigkeit）の4っをあげたのである。
　ケルシェンシュタイナーによれば，自主性とは，決定
が他人によってなされるのではなく，自らの思慮の下
になされる時にあらわれる特性である。すぐ感化され
たり，暗示にかかりやすい人は，意志の自主性にほと
んど達することができないのである。また，決断性と
は，時期をたがえずに決定がなされる時にあらわれる
意志の特性である。簡潔でしかも良心的，思慮深い決
断の人に対して，躊躇，逡巡の人はかかる特性をもた
ない。こうした自主性や決断性に対して，強固性と強
じん性とは，意志決定後にあらわれるものである。強
固性とは，熱慮のうえ一度決心した後は，どんな新し
い誘惑があろうとも，それに負けないという特性であ
る。また，強じん性とは，外からの如何なる妨害にも
ひるまず，その妨害が強ければ強いほど，毅然として
それに対抗していく意志の特性である。優柔不断の人
は意志の強固性を欠き，忍耐力，抵抗力のない人は，
強じん性をもたない人である。そして，彼によれば，
こうした4っの特性が意志作用，とりわけ，意志決定
において総合されて働く時，「意志の強さ」（Willens－
starke）はあらわれるのである。
　しかし，同じ人であっても，対象の相異によって，
意志の遂行過程に強弱がみられる。また，いっも意志
が弱いといわれている人も，何かによって意志の強さ
をもっことがある。そうした転機となり，意志の強さ
をもたらすものは何であろうか。この問いに対して，
ケルシェンシュタイナーは，それは表象に対する価値
感情，しかも一時的でなく永続的な価値感情であると
している。そして，彼は，意志の強さを構成するもの
として，前述の4っの特性のほかに，「持続性」ないし
　「不変性」を加え，そのことによってはじめて，意志
の強さは形式的に完全なものになるとしたのである。
　　しかも，ケルシェンシュタイナーによれば，この意
志の持続性ないし不変性をもたらすものは，文化財や
規範に対する価値体験なのである。っまり，われわれ
が文化財や規範の中に深く入り込み，その根底をなす
価値を体験するならば，文化財や規範を成立せしめて
いるそうした価値は，われわれの現実の精神のかち得
た段階をこえてわれわれを導き，ひっぱっていくので
ある。そして，そうしたプロセスの中で，財や規範の
指示するところに従う意志の不変性が生まれてくるの
である。このことについて，彼は，『陶冶の理論』（The－
　orie　der　Bildung）の中で，次のようにいっている，
　「無条件的価値がわれわれを完全に支配するとき，わ
れわれはまたそれを常に到る所で実現しようと意志す
　る。われわれはかかる意志を純粋な意志と称すべきで
　あって，それ以外に何ち想起することはできない。し
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かし，注意すべきは意志が価値を生み出すのではなく，
意志支配にまで到達した価値が純粋な意志を生み出す
のである」（23）と。従って，価値によって支えられたこ
のような意志の不変性は，意志作用の1っの特性とい
うよりも，意志の根幹，さらには性格の根幹をなすの
である。
　しかも，ケルシェンシュタイナーによれば，「われ
われの意志決定の持続性とそれを行為に移す力とは，
大部分がわれわれの行為の原則，良心の原理，世界観
ないし人生観の理念などと結びついている心情の深さ
と持続性に依存する」tZ4）のである。そして，ここに，
デュー一イの心的諸力に対していま1っの要素を加え，
本来の意味での性格を形成するために必要不可欠の性
格素質としたケルシェンシュタイナーの特質があらわ
れているのである。
（2）明晰な判断
　ケルシェンシュタイナーは，「依拠すべきは自己自身
だけであるという道徳的性格の最高の段階は，また最
高の判断能力を要求する」（25）として，「明晰な判断」
（Urteilsklarkeit）を性格形成のための第2の条件と
した。一般に，知的能力は，単に純粋な認識作用にお
いてだけでなく，意志活動や感情の領域においても大
きな役割を果たす。明晰な判断がなければ，表象は曖
昧模糊となり，意志は正しい目的に向かって導かれな
いし，感情の動揺も激しくなる。「自分および他人に対
する変らない正義の徳は，明晰な悟性をもった心意の
中のみ存在する」（26）のである。また，彼によれば，明
晰な判断は思考の成果であり，「表象圏の発達は正しい
思考なしには不可能」（27）なのである。
　ケルシェンシュタイナーは，人間は最初，「意識の中
に原初的な方法によって生じてくるもの」（28）に基づい
て思考するとした。目前にある事象を伝統的な規範や
知識諸々の観察や体験によらないで，考えたり判断
したりするのである。そのような思考は，現在の事象
がどのようにして生じてきたかを問題にしたり，自分
の判断が客観的に妥当するかどうかを吟味することな
く，ただ表象間を俳徊したり，表象相互の関係を規定
するにすぎない。従って，そうした思考は，道徳的性
格のためには，より高次なものに至らなければならな
いのである。ケルシェンシュタイナーは，「悟性がより
明晰な判断を下せるようになるためには，悟性は経験
そのものからできるだけ表象や概念を獲得していかね
ばならない」（29）とするとともに，「精神的な問題を解決
するために，しだいに大きくなっていく思考の網の目
を，論理的厳しさで結んでいく能力の中にこそ，いわ
ゆる形式的知的陶冶の本質が存する」（30）「経験的な思
考の習慣を，論理的な（換言すれば科学的な）思考の
習慣へと変えること，これが性格形成の基本的要求で
ある」（31）とした。
　そして，彼は，『自然科学的教授の本質と価値』
（Wesen　und　Wert　des　naturwissenschaftlichen
Unterrichts）の中で，デューイに学びながら，（32）論
理的思考のプロセスを次のように述べている。まず，
論理的な思考は，知覚，観察，統覚，判断などの作用
の実施において，あるいは，決断や決められた課題の
解決の際自己感得的な困難（Schwierigkeit）が念
頭に生じる時にはじまる。次に，これらの困難を諸々
の事実ないし現象の分析を通して明確にし，それらを
正しく限界づける作用がこれに続く。そして，そうし
た作用によって，困難が明確に限界づけられると，第
3の活動，すなわち，課題を解決するための透徹した
推理（Vermutung）が働きはじめる。様々な推理が困
難を解決しようとして発生するのである。さらに，推
理が働くと同時に，第4の活動，すなわち，推理の正
当性の可能性についての吟味がはじまる。推理を困難
にするとみられることや，過去及び現在の事実との関
連で推理が実際的解決力をもつかどうかが徹底的に吟
味されるのである。そして，そうした吟味によって得
られた承認ずみの推理を，実験ないし十分な熟慮によ
って検証する第5の活動がこれに続く。たとえば，物
理学者は，彼の結論を実験を通して実証しようとする
し，言語学者は，彼の翻訳文章を前後の意味との関係
において，あるいは全体との関連の中で完全な意味に
しあげようとするのである。
　論理的な思考の過程をこのように5つの段階におい
て捉えたケルシェンシュタイナーは，「明晰な判断はま
た，こうした思考手続（DenkverfahreI1）の結果であ
る」（33）「論理的な思考の習慣は，自立的な性格の発達
にとって欠くことのできない前提である」（34）とした。
そして，こうした理論的な思考を成立せしめる条件と
　して，④推理を可能にする先天的な明敏さ（Schar－
fsinn），⑤経験ないし伝達を通して獲得された知識
⑥この知識を構成している体系が科学的に明確でな
い場合，いつでもそめ知識を吟味しようとする良心性
　（Gewissenhaftigkeit）をあげている。このうち明敏
　さは，彼によれば，直観とか鋭い感覚とか呼ばれてい
　る先天的な諸力に依存している。その強さに対して，
教育はほとんど何も貢献できないのである。しかし，
明晰な判断は，「教育が十分に作用することを可能にす
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る他の2つの根源（Wurzel）」（35）をもっ。1っは，
「経験や伝達によって，ならびに相互の深化や熟練に
よってつくり出される思惟領域」（36）であり，いま1っ
は，「慎重な訓練によって得られるあらゆる結論を良心’
的に吟味しようとする習慣」（37）である。性格形成のた
めには，教育は，これらの根源に十分に働きかけ，明
晰な判断，論理的な思考の習慣を育てなければならな
いのである。
（3）敏　感　性
　価値ある性格形成のための第3の要素としてケルシ
ェンシュタイナーがあげたのは，敏感性（FeinfUhl－
igkeit）である。「個々人は，単純な知覚の際でも本質
的に異なった態度をとる」（38）ように，人は，同じ事物，
同じ財に対しても，それぞれ違った反応をし，異なっ
た対応をとる。それは，対象に対する感じかた，感情
の相異によるものである。そして，こうした感情は，
その根底において性格に影響を及ぼし，個々人のあり
方を規定するのである。
　こうした感情のうちケルシェンシュタイナーが本来
の意味での性格形成に必要不可欠なものとした敏感性
は，彼自身『性格概念と性格教育』（Charakterbegriff
und　Charaktererziehung）の中で明確にのべている
ように，フーイェ（A．Foui116e，1834－1912）が性
格の徴表とした「感受性」（Sensibilitat）の概念とは
違うし，また，シュライエルマッハー（F・E・D・Sc－
hleiermacher，1768－1834）やバーセン（J．　Bahnsen，
1830－1881）のいう「受容性」（Rezeptivitat）とも異
なる。それは，単に神経系統に根源をもつ生物学的な
ものではないし，印象を通した反応でもない。また感
傷とは全く異なる。それは，他人との関係，財や事物
との関係に対して電光石火のごとく働く感情の特性で
ある。また，それは，客観的な価値，無条件的な妥当
価値が感情を刺激した時，機をのがさずに敏感にそれ
に反応する態度であるということから，「刺激性」や
　「多感性」とも区別される。刺激性は価値とは関係な
いものに反応するし，多感性は感情が多方面にわたる
ため，かえって価値あるものに対する洞察を欠くので
ある。これに対して敏感性は，とるに足りないことに
とらわれず，重要な価値に対して電光石火のように働
　くものである。
　そして，このような敏感性が働く対象は個々人によ
って様々であり，あらゆる分野にわたる。ケルシェン
　シュタイナー自身のあげている例に従えば，（39）自然科
学の研究者の敏感性は，事象に対する彼の観察の過程
で 時機をのがさず，すばやくその中に潜んでいる価
値や法則を発見するときにみられるし，陶芸家の敏感
性は，回転台をまわしながら，繊細な感情を通してめ
ざまされた判断によってすばやく作品に働きかけ，そ
れを芸術作品にまで仕上げていく過程においてあらわ
れる。また，音楽家や演奏家の場合，演奏過程でおこ
る種々多様な変化に対して敏感に反応し，それをより
よいものに高めて行かなければならないのである。そ
して，ケルシェンシュタイナーによれば，こうしたこ
とに共通にみられる融感性の特性は，感動の「敏捷性」
　（Leichtigkeit）と適応の「多様性」（Mannigfalti－
gkeit）なめである。彼は次のようにいっている，「敏
感性は，決して同一でない千差万別な事態や関係に対
する魂の感動の敏捷性と多様性である」（40）と。
　そして，彼は，この敏感性を意識の面からみると，
それは一方で，「外的な諸事情に意識的に，電光石火の
ごとく働く思考活動によって生じる人間の態度」（41）で
あるとともに，「先天的で，半意識的ないし無意識的な
本能的態度でもある」（42）とした。そこで，敏感性は，
当然2っの根源をもつ。「精神的性格素質としての敏
感性は，その根源を，一定の先天的で共感的な本能の
中にもっとともに，すばやい表象や判断の過程の中に
有する」（43）のである。ケルシェンシュタイナーによれ
ば，前者は，「機転」（Takt），「容易な感情移入」（le－
　iche　Einf廿hluユg），「繊細な感情」（Zartgeftth1），
　「本能的な配慮」（instillktive　RUcksichtnahme）
　として毒らわされるものであり，後者は，「沈着」
　（Geistesgegenwart），「適応能力」（Anpassur1－
　gsfahigkeit），「活発な理解力j（1ebhafte　Auffa－
　ssungsgabe）としてあらわされるものである。この
　ような敏感性は，感覚，知覚，判断，感知，意志行為
　の中で，様々な形式で示されるが，どこまでが意識的
　で，どこまでが無意識的であるか，また，どこまでが
　共感的なものであり，どこまでが知的なものであるか
　は，判明しがたい。ただ，両者にとって重要なことは，
　「与えられた事態に対する心意のすばやい，当を得た
　適応」（44）なのである。
　　そして，このような敏感性は，それが現実の諸関係
　に直接的に対応するものであるため，書物による知識
　や記憶によっては，発達させることはできない。「敏
　感性を高度にするためには，悟性と心情が早い時期に
　多くの現実の関係の中で働き，すばやく，そして多様
　に反応するように習慣づけられていなければならな
　い」（45）のである。そして，活動の領域が広がり，「関
　心の領域が多様になればなるほど，敏感性は自らの特
一23一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第23集　1986
性を広げることができ，行為のきっかけはますます多
様になり，あるべき性格はますます多面的になる」（46）
のである。
（4）感　動性
　ケルシェンシュタイナーは，本来の意味での性格を
形成するために必要不可欠な第4のものとして，「心
情の根底からの知的感動性」（intellektuelle　Aufw　一
宣hlbarkeit　des　Gemhtsgrundes）をあげた。これ
は，先の敏感性とともに，感情の心意状態である。彼
は，なぜあえそそれを切り離し，デーL一イと異なって
性格形成の根本要素としたのであろうか。
　前述したように，敏感性は，価値ある刺激に対して
すばやく反応することであり，「敏捷性」と「多様性」
とをその特徴とする。それは，関係を多様たし，新
しい価値を創造する契機をっくり出すものである。し
かし，ある刺激に敏感に反応しながら，惹き起こされ
た感情が何の痕跡も残さないで水泡のように消え去る
ことも少なくない。　「敏感性は多様な刺激に反応する
が，しかし，その感情は，重要な内的，外的行為をよ
び起こすことなしに，まもなく消えてしまう」（47）ので
ある。従って，敏感性を確かな行為へと導き，それを
真に価値あるものにする何かが存在しなければならな
いのである。ケルシェンシュタイナーは，それを心情
の根底からの感動性にみいだし左。彼は次のようにい
う，「ある曲を奏でる音楽家やある役を演じる俳優は
彼らが曲や詩の内容に感動することが深ければ深いほ
ど，よりすみやかに芸術作品の全内容をあらわにする」
（44）と。敏感性は，それが深い感動と結びっくことによ
って，限りなく発展していくのである。そして，ケル
シェンシュタイナーは，そのような感動性の特徴を次
のように述べている，「感動性は，意識の流れの中に
去来する知覚，表象，概念に付随する感情の動きの広
がり（Umfang）と深さ（Tiefe）と持続性（Dauer－
haftigkeit）を意味する」（49）と。すなわち，敏感性が
価値ある刺激に対する反応の「敏捷性」と「多様性」
を特徴としているのに対し，感動性はその「広がり」
と「深さ」と「持続性」とを本質とするのである。
　そこで，感動性の持主は，「あらゆる瞬間に燃えあ
がり，また，あらゆる瞬間に消えてしまう魂」（轡の持
主ではない。彼は，そのような熱しやすくさめやすい
入ではなく，簡単には動かされないが，ひとたび深く、
感動すると，ずっとそれを持続させ続け，価値を生み
だしていく人である。また，感動性は，青年の特性で
ある感受性や熱情性とも区別される。青年は深く感動
し，あらゆる瞬間に燃えあがろうとする。しかし，そ
うした感受性や熱情性は，持続のための保証を何ら与
えるものではない。感動性は，単に深い感情をもっこ
とだけでなく，その持続性や一貫性を重要な要素とす
るのである。
　そして，人を深く感動させ，そうした持続性や一貫
性をもたらすものは，価値や理念である。価値や理念
は，「それに感動した永続的な感情を通して，表象過程
を支配する」（51）のである。ケルシェンシュタイナーは
次のようにいっている，「理念によってひとたび点火
されると，死がそのたいまつの火を消し去るまで，燃
え続けさせている人がいる。彼らのあらゆる思惟は，
その魅力で彼らの心を捉えている理念の縦糸によって
貫かれている」（52）と。ここに感動性の本質が，みごと
に表わされている。また，彼は，『陶冶過程の根本公
理とそれに基づく学校組織への提言』　（Das　Gru－
ndaxion　des　Bildungsprozesses　und。seine
Folgerungen　fUr　die　Schulorganisation）の中で
次のようにもいっている，　「ひとたび理念によってと
らえられると，感動性は，もはやそれから離れること
がなく，死ぬまでその炎は燃え続け，胱惚の状態がな
くなっても，この理念の中で生き，活動し続けるので
ある」（53）と。われわれの精神が理念や価値によって深
くとらえられればとらえられるほど，われわれの心意
はその理念や価値によって強く支配される。そして，
新しく入ってくる知覚や表象は，感動を受け支配され
た理念や価値の観点から判定され，同化され，行為に
移されるのである。従って，「理念がその内容を持ち
続ける限り，行動はいつも同じ事情の下に，1つの決
まった方向を保つ」（54）のである。そこで，感動性はま
た，「価値財および理念による情緒の感動の広がりと
深さと持続性」（55）と規定することができるのである。
　では，このような感勲性は，性格形成のための他の
心的諸力，意志の力，’ ｾ晰な判断，敏感性とどのよう
に関係するのであろうか。ケルシェンシュタイナーによれ
ば，本来の意味での性格形成は，精神的性格素質にひ
められたこれら4つの要素なくしては考えられない。
これら4つの要素は，互いに強く影響しあいながら，
複雑にからみあい，総合されて性格形成に関与するの
である。しかし，その総合は，単なる総合ではない。
そこには1つの根本的な力が存するのである。性格は
この根本的な力によって総合されて導かれるとき，は
じめて価値強調的で道徳的なものになることができる
のでltsる。そして，この根本的な力となるのが，「心
情の根底からの感動醐である。
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　すでにみたように，意志の力は，単にそれだけでは
必ずしも道徳的な性格を保証するものではない・それ
が価値や規範理念によって捉えられ，それらの指示
するところに従う不変性をもった意志となった時には
じめて，真の意志の強さが生まれてくるのである。ま
た，知識や判断力のないものは，本来の意味での性格
に至ることができない。しかし，知識があり，思考力
があっても，それを誤った方向に用いる場合がある。
知識や思考力に正しい方向を与え，道徳的性格に必要
な明晰な判断にまで導くのは，理念や価値によってよ
び起こされた感動性である。さらに，価値ある刺激に
すばやく敏感に感動しても，それだけでは水泡のよう
に消え去ってしまう恐れがある。敏感性を確かな行為
へと導き，価値あるものにするのもまた感動性なので
ある。このように感動性は，「意志の根源となり，知
的能力と敏感性の根源となる」（56）ことによって，性格
形成に決定的な役割を果たすのである。ケルシェンシ
ュタイナーによれば，こうした感動性の中に，芸術家
の秘密があるだけでなく，「その中にまた，あらゆる
偉大な性格人（Charaktermenschen），あらゆる偉
大な祖国の英雄の秘密があり，芸術，学問，宗教の領
域で真に独創的な人々の秘密が横たわっている」（57）の
である。それは，「活動をその最高の能力へとかりた
て，知的な意識の流れにその方向を与え，敏感性にそ
の驚くべき生命を与える」（58）のである。
　　このようにみてくれば，ケルシェンシュタイナーが，
　なぜ，意志の強さ，明晰な判断，敏感性に新たに「心
情の根底からの感動性」を加え，それを性格形成の根
　本要素にしたかは，明らかである。そして，ここに，
彼の性格論教育論の特質をみることができるのであ
　る。
　　　　　　　　　結　　　語
　ケルシェンシュタイナーは，諸々の機能素質のうち，
性格形成に関係する素質存在を性格素質と呼んだ。そ
して，本能や衝動，欲求などの先天的な素質存在を動
物的性格素質としてまとめるとともに，言語を通して
発達する意識法則性から人間を人間たらしめる基盤と
しての精神的性格素質を措定し，そのことによって性
格の生得性，不変性を主張する性格論にかわって，教
育のよりどころを明示した。彼はまた，個性，性格人格を
発展的に考察し，向かうべき教育の目標を明らかにし
た。彼は，動物的性格素質と，精神的性格素質との2
つの素質群の諸機能の全体像を個性とし，そのような
個性が明確な格率ないし公理によって統一され，一貫
性をもっに至った状態を性格とした。それに対して人
格とは，性格同様統一性と一貫性を特徴とするが，性
格が否定的な価値をも表現することができるのに対し，
常に価値による行動や判断の規定を受けるのである。
そして，そのために，人格は，自己の個性的本質を捉
え，それを価値的に完全性へと導こうとする自己形成
と自己制限とをその本質とするのである。彼が，本来
の意味での性格価値強調的な性格とよび性格形成の
目的としたのは，そうした人格であり，また，無条件
的な妥当価値の個性的組織的な担い手である道徳的自
律的人格である。
’ケルシェンシュタイナーは，さらに，そうした本来
の意味での性格を形成するためには，精神的性格のう
ちにいかなる心的諸力が存在しなければならないかを
追求した。そして，彼は，デューイに学びながら，意
志の強さ，明晰な判断，敏感性をみいだし，さらにそ
れらに心情の根底からの感動性を新たに加えて，性格
形成に必要不可収な4っの根本要素としたのである。
これらの要素のうち，意志の強さは活動の力をあらわ
　し，「明晰な判断はその力に一定の方向を与え，敏感性
はそれに多様性を与え，そして，感動性は持続性を与え
　る」（59）のである。そして，これらの要素が総合されて
働くとき，準格の強さが生まれ，本来の意味での性格
がもたらされるのである。しかし，そうした過程で決定
　的な役割を演じ，根本的な力となるのは，価値や理念に
　よって生み出される心情の根底からの感動性なのである。
　　そして，このようにみた場合，ケルシェンシュタイ
　ナーの理論がいかなる特質を有するかは，きわめて明
　瞭である。彼は，性格形成において主体Q条件を重視
　し，その心意構造の究明に努めたが，彼が問題とした
　性格形成に関する概念は，価値ときわめて密接に関連
　しているのである。そして，そうした下で，教育の目
　的である人格，とりわけ，道徳的自律的人格が構想さ
　れているのである。では，精神的性格素質にひそむこ
　うした心的諸力に働きかけて道徳的自律的人格を導く
　には，いかなる教育の方法が必要なのか，この点を明
　らかにすることが次の課題となる。
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